ガスビルトイン〕ン日 


取扱説明書 保証書付 


代表品名コード 

巨 0 cm 幅タイプ 

7已 cm 幅タイプ 

C 3 WK 6 RJTSR 

C 3 WK 6 RJTSL 

C 3 WK 7 RJTSR 

C 3 WK 7 RJTSL 


ごちいさつ 

このたびは、ハーマンのガスビルトインコン□をお買い上げ 
いたださましてありがとラございまず。 

安全にご使用していただくために、機器を使用する前によく 
読み、十分に理解したうえで使用してください。 

〇この取扱説日月書は、いつでち利用できる場所に大切に保管してください。 
〇この取扱説明書の4巨ぺージび保証書になっています。記載してあるお買い 
上げ曰、販売店ち、保証内容などをよく確認し、大切に保管してくださし、。 

〇来客ちなどび機器を使用するとさは、その前に必ず取扱説日月書の内容を説 
巧して < ださい。 

〇本書を紛失された場合や、ご不明な点びあればお買い上げの販売店または、 
ちよりの弊社にお問い合わせください。 




型式名 



C3WK6RJTL 

C3WK6RJTR 

C3WK7RJTL 

C3WK7RJTR 
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使用前に 

7 とく にミ主意してし ) ただきたいこと 


ま全に正しく使用していただくために必ずお読みください。 


使用されるちや、他のちへの危害•財産への損害を未然に防止するために、つざのよラな区分- 
表示をしています。 

いずれを安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用し 
て < ださい。 


■を書-損書の程度による内容の区分 


A を険 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ危険または、 
火災び切迫して生じることび想定される内容です。 

IA 警告 1 

このまおを無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ可能性または、 
火災び想定される内容です。 

A 迂意 


このまおを無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性および物的損害の 
みび発生する可能性び想定される内容です。 

1 お願い 


安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意-禁止內容①絵表示 


A 必ず守る 

発火ま意 

i 

^換気する 


禁止 

(§) 火気禁止 

0 分解禁止 

® 接触禁止 


A 危険 


Hi.ji ミ:サ: ii'.h 

み • .が 


ガス漏れ時は、絶対に、 


ガス漏れに気づいたときは、 


• 火をつけない 

• 電気器具（換気扇など）のスイッチの入-切を 
しない 

• 電源プラグの巧を差しをしない 
• 周辺の電話を使用しない 

火や火花で引火し、 火災の原因になります。 



〇 ①すぐに使用をやめ、機器のガス栓を閉じる。 
②窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

③販売店または、をよりのガス事業者 
(供給業者）に連絡する。 
















































































(とくにを意していただきたいこと) 


〇 

必ず守る 


_ W 么警告 • _ 

必ず銘板（電池ケースふたの裏）に表示してあるガス（ガスグループ）で使用する 
転居されたときも供給ガスの種類が、銘板の表示と一致していることを確認ずる 


まお外のガスで使用すると、 不完全燃焼 
による一酸化炭素中毒になったり、爆発着 
火でやけどしたり、機器び故障する原因に 
なります。 わからない場合はお買い上げの 
販売店または、をよりのガス事業者に連絡 
してくださし、 



(例)都巿ガス用 ISA の場合 〈銘板〉 


:部分を確認 一！ 
してください。 1— 

(型式名） ； 都市ガス巧； 

♦13A OOOkW 1 2A OOOkW 1 


(態 


ち か B , 带 K&wn 




を表示しています。 

H N 

V vV / 

1 JIA 話 E 





品名コードー^ 

株式含社八ーマン 

© 


〇 

必ず守る 


機器を設置ずるとをは、可燃性の 
部分か日十分離して設置する 


〇 

必ず守る 


可燃性の壁との距離を確保できない 
場合は、 S 院の防熱板を取り付ける 


火災予防条例で定められています。必ず 
守って<ださい。距離び近いと 火災の原 
因になります。 

嗦別添の『工事説明書』を参照してください。 


取り付けなかった場合、 火災の原因にな 
ります。 

※防熱板の購入は、お買い上げの販売店また 
は、もよりの製社に連絡してください。 


A 機器の設置(取り付け、取りはずし）- 
移転および付帯工事は、お買い上げの 
P ぶ売店または、ちよりのガス事業ちに 
依頼ずる 

ガス配管接続には専門の資格-技術び必 
要です。 

吃別添の『工事説明書』を参照してください。 


A 機器を設置したあとの機器周囲の改装 
~ (吊り戸棚を付けるなど）につし、ては、 
お買い上げの販売店に相談する 

ご自分で改装されると、設置基準上問題に 
なる場合びあり、 火災の原因になりまず。 


乂をつけたまま離れない、就寝•が出をしない 

料理中のちのび焦げたり燃えたりするなど、 火災の原因 
になります。 

• とくに天ぷら、揚げをのをしているときはミ主意してくだ 
さい。 

• グ U ルを消し忘れると、調理中のちのに火びつ<おそれ 
びありますのでミ主意してください。 
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〈つづく〉 

















































使用前に 

7 とく にミ主意してし ) たださたいこと 


〈つづさ〉 

燃えやすいものを機器の近くに置かない 

機器の上や周囲に、ペットボトル、調理油など燃えやす 
いちのや、スプレー宙、カセットコン□用ボンベなど、 
弓 I 火のおそれのあるをのを置かない。 

火災の原因 や熱でスプレー宙の圧力び上びり、 スプレー 
宙び爆発するおそれびあります。 



引义のおそれのあるものは使用しない Q 使用後は必ず消乂を確認する 

Vi 機器の周囲ではスプレー、 ガソリン、ベ 就寝■外出時は機器のガス栓も閉じてください。 

ンジンなど、引火のおそれのあるをのを 
使用しない。 

火災の原因になります。 

硬） 分解禁止 

繞止 お手入れび必要なところけ外は、絶巧に分解したり修理•改造を行わない。 

ガス漏れや火災-故障の原因になります。 



〇 

必ず守る 


異常時-緊急時の処置 


使用中に異常燃焼、異常音、臭気など感じられたときや地震、火災などの緊急の場合は、 
下記の手順に従ってあわてずすみやかに処置し、すぐにお買い上げの販売店または、ちよ 
りのガス事業者に連絡する。 


燃巧ランプ消灯 


火災-一酸化炭素中毒のおそれびあります。 

① バーナーの火を消す。 

(点火/消火ボタンを I 止の状態 I にする。） 

み 

② 機器のガス栓を閉じる。 



•再使用するとさは、9ページからの『使いかた』の手順に従って操作する。わからない場合 
はお買い上げの販売店または、もよりのガス事業者に連絡してください。 


0 

禁止 


トッププレートに衝撃や荷重を加えない、上にの日ない 

• トッププレートのガラス破損につなびり、 異常過熱や火災の原因になります。 



破損したとさは、けびの原因にちなりますので、程度の大ルに関係なく、すぐに修理を依 
頼してください。 
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(とくにを意していただきたいこと) 


^使用中は換気をする 

S 使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を斤ってくだ 
さい。換気を斤わないと、他の燃焼機器と同時に使用した場 
合など、 不完全燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 
ただし、自然排気式給湯器、ふろびまを使用している場合は 
換気扇を回さず、窓を開けて換気をしてください。 
排気ガスび逆流して、 一酸化炭素中毒の原因になります。 



0 

禁止 


調理 1 U がの用途には使用しない 

練炭の火起こしや、衣類（みさんなど）の乾燥などに使用しない。過熱 • 
異常燃焼による機器焼損や、衣類などび落下して 火災の原因になります。 



〇 

必ず守る 


幼巧や小さなおテさまには触5せな 
いよラに注意する 

思わめ事故の原因になります。 


〇 点乂操作をしても点乂しない場合 
は、点乂/消乂ボタンを巧して 
化の状態 I にし、周囲のガスがなく 
なってか5再度、点乂操作を行う 

すぐに点火操作をすると、周囲のガスに 
引火して衣服に燃え移ったり、 やけどを 
する原因になります。 


0 使用するバーナーの点乂/消乂ボ 
志 L タンを間違えて操作しない 

別のノ（ーナーび点火し、 火災のおそれび 
あります。 


点検 • お手入れの際は、機器が十分 
~をえてから必ず手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると、 やけどや機 
器の突起物などでけびをする原因になります。 


0 トッププレートは取りはずさない 

_ トッププレートを取りはずすと、裏面で 

^ けびをする原因になります。 ガラス裏面 
に洗剤-薬剤を付着させた場合変色した 
り、また キズの原因になります。 


® 體吉ぃ 


接角ち禁止 


使用直後は操作部 1 U がは 


機器本体とその周辺および調理用具び熱くなつ 
ており、 やけどの原因になります。 とくにルさ 
なお子さまびいる家庭ではを意してください。 


•な駆 

■この製品は家庭用ですので、業務用のよ 
うな使用をすると、機器の寿命び著しく 
短くなります。 


■長期間使用しない場合は ••• 

• 機器のガス栓を開じてください。（長時間使用し 
ない場合わ機器のガス栓を開じてください。） 

•各部の巧れを取り除さ、ほこりや異物び入ら 
ないよラにビニー J レなどをかけて < ださい。 

• 乾電池を電池ケースより抜いて < ださい。 
乾電池の液漏れにより、 機器をいためる原 
因になります。 


■を暖房装置の吹き出し□の近くや強い風び吹 
き込む場所には設置しないでください。 

义び途中で消えたり、 不完全燃焼の原因になります。 


■みそ汁をミ品めなおすときは义力を弱めにして、 
よくかき混ぜなび5ミ品めなおしてください。 

強火で急に温めなおすと鍋底に;尤んだみそび 
突然噴きあびり、鍋びはねあびつてやけどを 
するおそれびあります。（とくにだし入り豆み 
そ（ホみそなど）のとさはを意して < ださい。） 


■機器を廃棄する場合は ••• 

• 機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理 
を依頼してください。ちし、お客様で旧機器の処理 
をされる場合、乾電池を使用している機器は、乾電 
池を取りはずしてから正規の化理をしてください。 


■機器や機器周辺（システムキッチンの天板 
など）に水をかけたり、水を流しての掃除 
はしないでください。 

機器内部に水び浸入し、 故障の原因になります。 


■機器下に才ープン設置して使用してしぶ場合、才ーブンのとび!5を半開きのままで放置しないでください。 

やけどや過熱による変形などの原因になります。 
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夕 s 


レンジフード 


' グ IJ スフィルター 


※ち 

CD 



金属 U (かの 
不燃材料 

OmmULb) 


bcmtX-t 
(〇) 



使用前に 

周囲の防义措置(機器の設置)について 


■機器の設置-移輯および付帯工事は、お買い上げの販売店または、ちよりのガス事業者に依頼しま全な位置に 
正しく設置してください。 


防义上の離隔距離 


◎機器を設置ずる周囲の壁などび、防义上ち全な 
場所かまたは、防义上有効な間隔を確なずるこ 
とびでさる場所に設置してくださし、。 


警告 


〇 周囲の障害物、可燃物との離隔距離び確保さ 
れていることを確認ずる 

がず守る離隔距離びかないと、 火災の原因になりまず。 


※機器の周囲の可燃物(可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分を含む）とは、下 
表に基づさ下図の離隔距離を確なしてくださし、。 


機器の周囲が可燃物の場合 


レンジフードおよび不燃材の場合 





） 内は、周囲の壁び不燃材料で有効に仕上げた部分をしくは、 
防熱板を取り付けたとさの寸法でず。 

《 ] レンジフードファンじ(外の場合は 80 cm じ(上。 

《 2 不燃材料びない場合は 80 cm な上。 

A 寸法 

己 0 cm 幅タイプ：1已 cmi ； (上 
7巳 cm 幅タイプ： 7.巳巳 m じ(上 


60 cm 幅タイプ 


7己 cm 幅タイプ 




防火性能評定シール（トッププレートに貼付） 


◎離隔距離びとれない場合や、仕上げの構造がわか目ない場合は、必ず防熱板による防乂措置を行ってください。 


〇 

おずずる 


警告 


防熱板(別売品）は、おず指定のものを使用ずる 

防熱板に同こんされている r 取付説明書」に従って 
正しく取り付ける。 

防熱板を取り付けないと、 火災の原因になります。 


-防熱板は白 Ocm 幅タイプは4種類、7己 cm 
タイプ幅は巳種類用意しています。 

-用途に適した防熱板を還んでいたださ、 
正しく取り付けてください。 

※取り付けち法は別売の防熱板に同こんさ 
れている r 取付説明書」をご覧ください。 


防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、もよりの興社(別紙サービス網一覽表)にお問い合わせください。 



コード番号 

高さ （mm) 

幅 (mm) 

備考 

① 

LP 0 ] 〇已 

3 已〇 

600 

60 cm 幅タイプ巧 

LP 日 112 

7 已〇 

7 己 cm 幅タイプ巧 

@ 

LP 0106 

3 已〇 

己 3 已 

共用 

感 

LP 0107 

已已 0 

900 

共用 

@ 

LP 01 17 

已已〇 

]已 0 

7 己 cm 幅タイプ用 

感 

DP 0101 

90 

600 

色 Ocm 幅タイプ用 

DP 0104 

7 已〇 

7 己 cm 幅タイプ用 


《□P 0101 、DP 0104 はワークトップを部の立ち上びり用 



己 












































































































































使用前に 

7 使用前の準備 


■機器のガス栓を全開にずる。 


国乾電池の取0付けわ、た 〇(電池ケースはパネル前面にあります。） 

アルカ U 乾電池（単1形：1.已 V )を2個使用します。 

•アルカ U 乾電池の寿命はおよそ1年びめやすです。（アルカ U 乾電池な外のをのを使用されますと寿命び短くなる 
場合びあります。）取り替え時は同等の新しいアルカ U 乾電池（単1あ： ] .已 V )を2個同時に取り替えてください。 
(付属の乾電池は出荷時に納め b れたをので、自然放電のため寿命び短くなっている場合びあります。） 

• 点火/消火ボタンを r 開の巧悪]で放置しておくと電池消耗の原因となりますので、調理終了後は 
山の状態 j にしてください。 



乾電池の取り付け手順 


① 電池ケースみた上部の凸部を指でひっかけて矢印のち向に開ける。 

② アルカリ乾電池2個を、図のように矢印ち向に従って電池ケースに組み込んでください。 

③ 電池ケースみたを元に戻してください。 

※乾電池を取りはずすときは、上記要領でアルカ U 乾電池2個を取りはずしてください。 





お願い 





•乾電池を交換するとさはちいちのをおだて使用しない。乾電池の寿命び短くなったり、 液漏れする原因に 
なります。 

•乾電池の©台方向は間違えないで<ださい。点乂でさな<なります。 

•電池ケースに水などの異物び入った場合、ふさ取ってされいにしてください。 

電池機能不良の原因となります。 

• 電池ケースふたは 水平まで 開さます。それじ(上は無理に 
開かないでください。 

ふたびはずれる原因になります。 


※無理に水平に(上に開けない 



[電池ケースふたがはずれた場合の取り付け方法] 


• 電池ケースふたを図のよラに斜めに持ち、ふたの 
ツメ部（已ケ所）を本体軸部 （3 ケ所）に"パチン"と 
音びするまで挿入してください。 


本体軸部 

&たのツメ部 




























































使用前に 

7 各部のなまえと特長 


品ちコード 

トッププレート（ガラス） 

前面パネル 

例 

000000 JT ssvo 
- r - r - 

S 

プラック 

なし 

プラック 


S 3 

シルバー 

SV 

シルバー 

1トッププレ-り1前励闲レ1 

K 6 JTK 0 

ミラー 

シルバー 


►操作部やパネルなどに保護シートび目占ってある場合びあります。取 D はずして使用して<ださい。 


■立消え安全装置 直 a 

風や煮こぼれで火び消えた場含、自動的にガスを 
止めます。 

■] ン□消し忘れ消乂機能 巧圃 

点火後約2時間で自動的に消乂します。高温調理の 
場合で消し忘れと判断したとさは約 3 日分で自動的 
にガスを止め消火します。 

■焦ばつき自動消乂機能 巧國 

空ださや、煮ちの調理をしているとさ、鍋の焦げ 
つさを検巧して自動的にガスを止め消火します。 


■天ぷ5油過熱防止機能 


。國 


高温調理(炒めもの•焼さをのなど）をするとさや、天 
ぷら油び過熱されたときなど、油の発火温度とされる 
37 crc に過熱される前(約2己日で〜26日口に r 強火」「弱 
火」をくり返し、消火しないようにまた、発火しないよ 
ラに自動的に温度調節します。 

この状態び 30 分続くと自動的にガスを止め消火します。 

※ルバーナーは、油の温度び約2已〇でになると、 
自動的にガスを止め消火します。（温度調節は行 
いません。） 



■グリル過熱防止センサー 


，國 


グ U ル庫内や受け皿の温度び異常に高くなったとさ 
自動的にガスを止め消火します。 


■燃焼ランプ 

着火するとランプでお知らせします。 


防圆 

■点火/消火ボタン戻し忘れブザー [17= gT ] 

房し忘れた場合はま全機能びはた6いてから約1時 
間の間、已分おさにブヴー音『ピー』でお知らせします。 



『パーナーキヤップのお状』 



近くに"高火力"ラベルで表示しています。 
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666 3 秒巧し 

〇 


諮2 


iiilr 


ぉ。 • 



み. 〇キ -〕〔 タイマーキー 〕〔 揚げちのキ ー )〔 炊飯キー If 湯ねかしキー ) 



グリル排気口 


ル(後)パ‘ーナー 


★ 


小パ’ーナー用温度 t ンサー 


バーナー リング (ル） 


ごとく（ル） 


★ 


高化か':-ナー用温尉 Z ンサ- 


、、なをみおりジ〇が^ 


高义力(ち前)パ‘ーナー 


パ‘ー ナー リング (大） 


ごとく（大） 


★ 


グ U ル用 

点乂/消乂ボタン 


燃焼ランプ 


火力調節つまみ 


高义力(ち前)コン□用 
点火/消义ボタン 


[ミ届調操作部]※点着义後に設定できます。 


開けかた 




〔タイマー時間表示 J 〔時間表示ランフ)〔温度表示ランフ)〔センサー席除キ ー J し設定表示ランフ 


■グリルタイマー に尹匡!] 

設定時間びくると自動—;肖义します。 

(最大設定1己分） 

庫内温度に連動して初期設定時間びをわります。 
〇'〇キーで時間設定でさます。 


コン□バー-で娜 
■タイマーモード(標華バーナ ー) 

煮ちの調理や温めなどがしの時間、加熱をしたいと 
さに使用してください。 

設定時間びくると自動消火します。 

キーで "3 分" • II 10分" ’"30 分"を選択できます。 

■揚げちのモード(標準バーナー） [ O ^ Qt ] 

天ぷら、フライなどの揚げちの調理をするとさに油 
の温度を設定することびでさます。 

( IBS ) キーで約 "16 日で"."（170で）|’ . "18日で|’- 
"(1 目日で)" • "20 日で"の温度設定びでさます。 

■炊飯モード(標準バーナー）№[19] 

ちょっとした炊飯やおかゆを炊飯器のよラに炊くこ 
とがでさます。 

キーで"ごはん"‘"おかゆ"を選択できます。 

■湯わかしモード(標準バーナー）に Pgg 

お磊びわくと自動的に消火したり、弱火にして已分 
後に自動消火したりします。 

mm キーで"己分保温"-"自動消火"を選択できます。 


■センサー解除モード(高火カバーナー） 

すべてのを全機能び解除されるねけではありません。 

炒めものや、いりもの料理（ごま•大豆など）のよラ 
に高温を必要とする調理の場含に使用します。 

キー3秒押しで選択でさます。 

•揚げをのなどの油調理はしないでください。 
•センサー解除モードは、最大1時間(高温で3日分） 
で自動消火します。 

•焦げつさ自動消火機能は作動しません。 


※図はトッププレートが7己 cm 幅で R タイプです。目 0 cm 幅タイプを部品名称は同じです。 

※品名コードの末尾が L のタイプについては、高乂カバーナー、標準バーナー、点火/消乂ボタンの位置が反転となります。 
★印は交操部品です。詳し<は42ページ『アフターサービス』の交操部品を参照して<ださい。 


グリル排気ロカバー ★ 




各部のなまえと特長 


I □ックとは… 

点乂/消火ボタンび I 止の状 悪1 のとさ、□ックつまみを 
外側に動かすと□ック状態になり、点火/消火ボタンの 
操作びでさなくな0ます。 



—i-. 

000 

0.1 

211 


1 

31 : 


《[ I で I 1内の数字は参照ぺージを示していまず。 


































































































































使いかた 

2コン□を使用ずるときのを意 


A 警告 


Q 


コン□をおおったり、炎をふさがない 

止コン□をおおうような大きい鉄板類や鍋 
を使用すると、 不完全燃焼による一酸化 
炭素中毒や異常過熱による火災や塗装の 
変色•はく離、機器焼損-変形の原因に 
なります。 


0 



市販の補助員（アルミはく製しる受 
け、省エネ性をラたった補助員、焼 
網など）は使用しない 

この機器の付属品あるいは指定のちの政 
外は使用しないで<ださい。 不完全燃焼 
による一酸化炭素中毒や、異常過熱によ 
る火災や塗装の変色.はく離、機器焼 
損-変形の原因になります。 


0 


鍋などびトツププレートか5はみ出 
したげ態では使用しない 

火災や機器焼損の原因になります。 




1 

1 A ま意1 

1 


Q 


点乂操作時や使用中はバーナー付近に顔や手および巧類などを近づけない 

を類び燃えたり、やけどのおそれびあります。 

調理中に温度センサーび作動し、自動的に"弱火" 〇 " 強火"と炎の大ささび変化する場合び 
あり、 やけどをするおそれびあります。 


0 


〇 

必ず守る 


トッププレートに、直接高ミ品の鍋な 
どをのせない 

トッププレートの変色や、損傷の原因に 
なります。 


0 


ごとくをはずして、直接コン□に 
銅を置いて使用しない 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 


鍋の種類に注意して使用する 

•底びへこんだ鍋、底びすべりやすい鍋、径のルさい鍋などは、不安定な状態で使用しない。 

• 中華鍋などの底の丸い鍋は、必ず取っ手を持ちなびら使用する。 

• 片手鍋、フライノ（ンなど重むび片寄った鍋は不安定な状態にならないよう、取っ手をごとくのツ 
メ方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面からはみ出さないよう横 
に向けて置くなど、安定した状態で使用する。 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いて やけどをするおそれびあります。 


Q 点乂時、バーナーに着乂したことを確認ずる 

0ボ T る 火災のおそれや、思わめ事故の原因になります。 
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〈つづく〉 





















( コン□を使用するときのま意 ) 


〈つづさ〉 


A 強乂で使用する場合、鍋やフライ 

A やかん、鍋などの大きさに合わせ 

n パンなどの取っ手にミま意して乂力 

て、乂力を調節ずる 

を調節する 

はみ出した炎により、やかんや鍋の取っ 

やけどのおそれや、取っ手部の損傷の原 

手び加熱されて、 やけどや取っ手の焼損 

因になりまず。 

の原因になりまず。 


•巧聞 ilM 

■使用中ちときどき、正常に燃焼していることを確認してください。 

■長時間使用していなかったり、初めて使用するときは配管内に空気が入っていて点火しにくい場合 
があります。しば!5く待ってか！5、再度点义してください。 


■煮こぼれにま意してください。 

煮こぼれしたとさやバーナーに煮こぼれびかかったとさはその都度お手入れを行ってください。 

33〜38ページの『点検-お手入れ』に従って行ってください。 

機器の内部に煮汁び浸入しますと 機器故障の原因になります。 

また、バーナーに煮こぼれびかかったまま放置すると炎口びつまり、機器内部で燃えることにより 機器焼損 
のおそれびありまず。 

※お手入れの際は機器び十分冷えてか日行ってください。 


■コン□を弱火で使用している場合は、機器下のキャビネットとび！5をゆっくり開閉してください。 
义が途中で消える場合びあります。 


■風などがコン□の炎にあた5ないように配慮して使用してください。 

窓か日の風や冷房装置の風の影響で、火び途中で消える場合びあります。 


■弱义のときは炎が見えにくい場合があります。 
消し忘れにを意してください。 


■強义で長時間ご使用された場合、まれに鍋と 
ごとくがくつつくことびありますので、鍋を 
動かすときはを意してください。 


■ トッププレートに鍋などの調理具をのせた状態ですベ5せたりしないでください。 

ガラスや鍋にキズび付くばかりでなく、 ガラス損傷の原因になります。 
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使いかた 

2コン□を使用ずるときのを意 


温調機能を使用ずるときにとくにを意してください。 


〇 コン□バーナー（天ぷ日油過熱防 
止機能付）で使用する調理油の量 
…3…は200 mUU 上です5ラ 

調理油の量びへってさたり、はじめからか 
ないと発义することびあります。 


— 


200 mL 社 


調理油 ^ 

ごみ吉 


0 耐熱ガラス容器、±鍋など、熱が伝 
■‘、山 わりにくい容器で油料理しない 

天ぷら油過熱防止機能びはたらかず、調 
理油び発火し、 火災の原因になります。 



0 温度センサーの上面と鍋底やフラ 
イパンの底などが密着していない 
巧 L ときは使用しない 

鍋底に密着しないとさや巧れび付着して 
いるときは、温度センサーび正しくはた 
b さません。 

• 調理油の量に関係な < 調理油び発火 
し、 火災の原因になります。 

• 焦げつき自動消火機能び正しくはたら 
かない場合びあります。 



銅底び凹己 


毎 

油ミちれ 
さびミちれ 
異物などが付着 



傾を 


' ^==^ずき間 


〇 

必ず守る 


ミ品度センサーが上下にスムーズに動 
くことを確認ずる。また、溫度セン 
ヴーのお手入れはこまめに行う 


※お手入れち法は38ページを参照してください。 

鍋に密着しないと、温度 
センサーび正常に作動し 
ない場合びあります。 



0 ミ品度センサーに強いショックを加え 
たり、キズをつけない 


温度センサーび故障 
すると、天ぷら油過 
熱防止機能などび正 
常に作動しません。 



•な駆 

■湿度センサーにより鍋底の温度を検知してバーナーを制御ずるため、風び 
あたるとセンサー機能び正しくはた！5かないことびありまず。 

窓か！5吹き込む風やエアコン、扇風機の風などがコン□の炎にあた！5ない 
よラに配慮して使用してください。 


■鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため300 glU 上（調理物の重さを含む）必要です。 
とくに片手鍋などは、不を定になりやすいのでミち意してください。 


■調理中に鍋をのせかえるときは、一旦火を消してからのせかえてください。 

煮もの調理から火をつけたまま天ぷら鍋にのせかえたり、コン□から鍋をはずされている時間び長 
<続くと、センサーびはたらさ弱火になったり自動消火することびあります。 
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( コン□を使用するときのま意 ) 


《温度センサー付バーナーに適した鍋*中華鍋の選びかたについて》 


C 鍋の選びかた ） 


鍋などの種類 

煮もの 
な ど 

炒めちの 
油料理など 

f ※已 ] 

1 油の量： 200 mUlhj 

温調機育 

長 

揚げもの 

防固 

f 油の量： 500 mL 'i 

1 〜1000 mU 

炊飯 

防圆 

ド、はん：1〜3合'! 

1おかゆ： 0万〜1合 J 

湯わかし 

防國 

f 水の量：已〇 OmL ^ 

1 〜2000 mU 

アル 5 製の鍋-文化鍋 

〇 

〇 

〇 

〇 

深めのちの 

〇※吕 

ホー□一.巧ち出し. . _~ 

ステンレス(厚手)の§目 

〇 

〇 

〇 

〇》4 

深めのをの 

〇※2 

ステンレス 

(薄手：鋼底厚み 2 mm 未満)の鍋 

〇《3 

X 

X 

〇糾 

深めのちの 

〇※2 

無水銅 

(ステンレス厚手銷） 

〇 が 

〇 

X 

X 

〇※2 

鉄製の鍋. ^ 

蜡銅- 

フライパン 

〇 

〇 

〇》6 

X 

X 

圧力銅- 4=^ 

耐熱ガラス容器 1 — 

〇别 

X 

X 

X 

X 

やかん 1^ 

— 

— 

— 

— 

〇※吕 


〇 :適していまず 。X :適していません。（温度を正しく検巧しない場合びあります。） 

:途中消火したり、焦げつく場合びあります。 

高火カコン□は、センサー解除モード (8 ページ）にすると途中消义せず使用でさます。 

(焦げつき自動消乂機能びはたらかないため、焦げつきびきつくなりますので注意してください。） 
《2 :必ずふたをしてください。 

《3 :焦ばつさびをつくなります。 

《4 :ホー □ 一鍋の場合、焦げつく場合があります。 

※巳：油料理の場合の油の量を示します。 

※已：中華鍋は底の平らな中華銅を使用してください。 

こ 中華鍋について J 

◊鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 

◊中華鍋の種類や使いかたによっては鍋び安定せず、温度センサーび正しくはたらさません。 
このようなときは、別売の中華鍋用巧助ごとくを使用すると鍋び安定して使 
いやす < なります。 

※中華鍋によっては別売の中華鍋用補助ごとくを使用すると、温度センサーに 
密着しないをのびあります。 

※中華鍋を煙び出るまで予熱する場合は、高火カコン□のセンサー解除モード 
(8 ページ)を使用して < ださい。 


中華鍋用補助ごとく 
(別売部品） 
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使いかた 

2点乂 •消乂のしかた（コンロ) 


点乂前に ※コン□を使用ずる前に『コン□を使用ずるとをのま 意』 （ド9〜12)をよく読んでか5使用してください。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



• □ックび解除されていることを 
確認してください。 

旧ページ参照） 


鍋やフライパンなどを中央に置く。 



B 点) 

•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに巧す。 




開のげ態 


•パチパチとスパークして点火します。点义した後、 
着义を確認してから手を離してください。着火す 
ると燃焼ランプび点なします。 

•点火/消义ボタンを巧した後、手を離してち数秒 
間 スパーク します。 

※万一点火しないときは、点火/消火ボタンを押し 
止の状態]に戻し、周囲のガスびなくなるのを待 
ってから再度、点火操作してください。 

• 义力調節つまみび弱义側（ち側）にある場合、つま 
みは強火側（左側）に動さます。 

高乂カバーナーは安全のため、乂力をかし弱くし 
て点乂するようになっています。つまみび強火（左 
側）にある場合は弱火側（ち側）のち向へ動きます。 


調理するときのコツ（標準バーナ ー) 


〇炒めちの（野票炒め、目玉焼さ、八ンバーグ 
など）をずる場合 

•約1分予熱をしてください。 

予熱時間び長すざたり、短すざたりすると安全機能び 
はた日いて弱火になつたり消义する場合びあります。 



0きんぴ 5 ごぼう-インスタント焼きそば 
などをする場合 

•水分び蒸発してわ加熱を続ける料理の場合、 
途中でま全機能びはた日いて(焦げつをと判断） 
消义することびあります。 

このよラなとさは高义カバーナーのセンサー解 
除モード （8 ページ参照）を使用してください。 


〇カレー、ジャムなどの加熱をずる場合 

• 卜 □= のある料理はふっとラするまでかさミ居だたり、銅を動かしたりしないでください。 

(焦げつきの程度びをつくなる場合びあります。） 

•水分の少ないをのは水を加えて<ださい。 

• 火力は中义位にしてください。 

•ふつと5をは中身の温度にムラびでさないよラに、とさどさおだてください。 

※揚げものをする場合 

•温調機能を使わずに多めの油を加熱すると、まれにほい温度で自動消乂することびあります。 
再度点火するか、標準ノ（ーナーの揚げちのモード （ 17ページ参照）を使用してください。 



13 

















































( 点义•消义のしかた(コン □)) 


旦乂力調節 


旦ミ肖义 


• 火力調節つまみを左ちに動かして調節する。 


[高火カバーナー-ルバーナー] 


11111111111111 . 



咳力強 I i I 匹力弱 

•火力調節つまみを左方向へ動かすと乂力は強く、ち方向へ 
動かすと火力は弱<なります。 

• 炎を見なび日調理に適した位置に加減してください。 

•乂力調節つまみはゆっくりと動かしてください。 


• 点火/消火ボタンを止まるまでいっ 
ぱいに巧して手を離す。 



開のげ態 


燃焼ランプび 
消なします。 



Qh のげ態] 


應準バーナー] 


. . か… 


e 



义力強 J i 


义力弱 


• 乂力調節つまみをち方向へ動かすと炊飯 （ 〇 ) の位置で軽 
く止まります。さ日に乂力を弱くする場合は少し上にあげ 
てからち方向へ動かして < ださい。 


■消火させた後、すぐに再点火すると燃焼ラ 
ンプび点灯していてち、乂びついていない 
ことびあります。そのときはブヴー音『ピ 
一』と燃焼ランプ2回点滅 （1 0回繰り返し） 
でお知日せし、消灯します。 


■はやく操作すると、消乂したりホ火になる場合びあります。 
• グ U ルとコン□を同時に使巧すると、コン□の炎び赤色に 
なることびありますび、異常ではありません。 
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A 使いかた 

2タイマーモード I 標準 バーナー 


点乂前に ※コン□を使用ずる前に『コン□を使用ずるとをのを 意』 （ド9〜12)をよく読んでか5使用してください。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



• □ックび解除されていることを 
確認してください。 

旧ページ参照） 


鍋などを中央に置く。 




旦タィマ-醜 


•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに巧す。 


•タイマーキーを巧し、タイマー時間を設 
定する。 



■パチノげとスノ（ークして点火します。点乂した後、 
着乂を確認してか日手を離してください。着乂す 
ると燃焼ランプび点灯します。 

詳しくは] 3ページを参照してください。 


巧分」吟「10分」吟「3□分」吟解除 

ク - n 

と時間表おランプ(点な)とともに切り替わります。 
※タイマー設定を解除してち消乂しません。 


•タイマー設定後、再度タイマーキーを巧すと、 
巧した時点より改めてタイマーび作動します。 
(連続使用可能時間は] 2□分です。） 
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•設定したタイマー終了 2分前から終了まで時間表示ランプび点滅して 
お知らせします。 

•設定したタイマー終了]分前になるとブヴー音『ピピピッ』でお知らせ 
します。 


■タイマー設定時間になるとブヴー音『ピー』 
でお知日せし、自動消火するととちに、時間 
表示ランプび消打します。 


C 


タイマーモード 




温調操作部 



M 喔 3 抄巧し 
標準コン □ 〇 顯 

30 分 200 、■■け" 

10分 1を0 おかゆ自動消乂 

3 分 160 ごはん 5 分保品 

fcgfso 搞 at が) も■細 腸巧ぶ 


日〇 . 〇キー 


- 日 タイマーキー 


>自動消火した後、必ず点火/消火ボタンを押し 
吐の状態 I に戻してください。 



開のげ態 


I [止の状態 I に戻さないと、已分おさにブヴー音『ピー』でお巧 
らせします。 （1 時間） 


I [開の状態で放置しますと、電池の消耗び早まりまず。 


自動消乂 


自動消乂前のお知5せ 
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初期設定は「18日で」です。 


をキ—を巧す毎I し、 



•200 
•1 80 
160 




•200 
180 
160 


〇 f$8 

中 ■160 


と温度表示ランプ(点打）とともに切り替わり、点灯したところの温固こ 
設定されまず。 

※り日 0」 温度表況ま「180」とに 00」 のランプび、 

「170」温度表況ま「1巨〇」と n SO」 のランプび点打します。 

※温度設定を解除してち消火しません。 



開のげ態 



■パチノげとスノ（ークして点火します。点乂した後、 
着乂を確認してか日手を離してください。着乂す 
ると燃焼ランプび点打します。 

詳しくは] 3ページを参照してください。 


コツとごミ主意 


使いかた 

2揚げちのモード 


標準 バーナー 


点乂前に ※コン□を使用ずる前に『コン□を使用ずるとをのを 意』 （ド9〜12)をよく読んでか5使用してください。 


点火/消火ボタンび止の状態で機器 


のガス栓を全開にしてください。 


天ぷ 5 鍋などを中央に置く。 



□ックび解除されていることを 
確認してください。 

旧ページ参照） 



I 点义 

I 点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



揚げちの温度設定 

揚げわのキーを押し、温度設定する。 


〇適切な鍋と油量 （12 ページ参照） 

• 鍋の直径は] 8〜 24 cm 位び適当です。 

• 油量は] L 位び適当です。 

※銅の大ささ、厚み、油量の違いにより油の温度は設定温度より 
ほめや高めになったり、また温度変化び大さくなったりするこ 
とびあります。 


厚みのあるアル S 鍋-鉄製鍋-フッ素加 
エフライパンなどは、設定温度より油の 
温度びほくなる場合びあります。 

その場合は温度設定を高めにして調理し 
てください。 



000 

0 . 8.6 

211 

た 



77 




































































Aft 

標準コン □ 

200 

180 むかゆ白動消义 
160 ごはん 5 分保溫 

> 




666 3 秒巧し 

〇 1^22^ 



タィマー 


〇〇 


C 


揚げをのモード 


J 


温調操作部 


旦ミ肖乂 


I 設定した温度になるとブヴー音『ピピピッ』でお 
ミ□日せします。 

I 自動的に"強乂"ぐ>"弱乂"を繰り返し、設定し 
た温度に保ちます。 

I "弱火’皆"強火’に切り替わる一瞬、炎び大きくな 
りますのでミち意してください。 

I 途中で設定温度を変更する場合は揚げちのキー 
を巧してお好みの温度に合わせてください。 


点火/消乂ボタンを止まるまでいっ 
ぱいに巧して手を離す。 



止のげ態 I 


〇温度設定のめやす 


〇义力は全開で 

• 機能を正しくはたらかせるため火力は全開で使用してください。 

〇温度設定 

■着火した日すぐに温度設定をしてください。 

また、ほ温設定のちのから先に調理してください。 

• 油の温度び高い状態で温度設定をしたり途中で油をたされる 
と設定温度に巧して油の温度びずれることびあります。 

■ピピピッとなった日早めに調理物を入れてください。 

• 設定温度になってち調理物を入れないと油の温度び上びっていくことびあります。 


1日〇で 

とりのからあげ、薄手さ材の天ぷら（し 
そ■のりなど)、ドーナツ、フ1」ッター 

180で 

天ぷら、コ□ッケ、フライ、とんかつ 

200 °C 

クルトン、かををち揚げ 


藝 

31 
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使いかた 

2炊飯モ-ド I 標準 バーナー 


下準備 


鍋のセット 

•水に浸した米の入った鍋にみたをして、正しくセツトしてくださし、 


温度センサーの上面に異物びないことを確認し、鍋底の中むび温 
度センサーに密着するよラに正しくセツトしてください。 


•鍋は市販の文化鍋でち炊くことびでさますび、鍋の材質•形 
状によっては焦げついたり、みさこぼれたり、ラまく炊けな 
かったりする場合びあります。 

※別売の炊飯専用塞びございます。 

お求めは、お買い上げの販売店または、ちよりの弊社に連絡 
してくださし、 


■鍋は金属製で厚手の深鍋（鍋径1 8 cm しソ上）を使用してください。 
ガラス鍋や±鍋ではラまく炊けないため使用しないでください。 



■お米の準備 

• たっぷりの水でさっとかさ混ぜ、水を素早く捨てる。 

「とぐ一洗い流す」を数回繰り返し、水びきれいになるまで手早く洗ってください。 

※お米び入っている袋に記載してある内容（ち法、手順）を確認してから炊飯してください。 

※洗米すぐのお米でち炊けますび炊飯前にあらかじめお米を約30分(古米や麦ごはん、冬場は60分) 
水に浸しておくと、より一層おいしく炊きあびります。 

※無洗米は水を加えると表面に気泡びでさて、水び吸収されにくくなります。一度洗い流すか、よ 
くかさ混ぜて気泡を飛ばしてください。 

※砕け米-粉米などび混ざった状態で炊飯されると炊さむらや着色の原因になります。 

(一度水に浸したお米は砕けやすくなります。） 


■炊飯量と炊さあびりまでの時間 



炊飯量 

炊さあびりまでの時間 

ごはん 

卜抢 

約20分+む日し約10分 

おかゆ 

0. 已〜1合 

約4已分 


※炊さあびりまでの時間はお米-水の分量や室温およびお米-鍋の種類などにより異なります。 


■お米と水の量のめやず 


[ごはん] 


お米の里 

水の量 

1.日を （1 己日邑 ）（180 mL ) 

約3日 OmL 

1.己合 （22 已邑） (270 mL ) 

約4日 OmL 

2.0を （300 邑） (360 mL ) 

約已日 OmL 

2.己を （37 已邑） （4 己日 mL ) 

約600 mL 

3.日を （4 己日邑）（己4日 mL ) 

約700 mL 


[おか刚 


お米の 里 

水の量 

0.己合 （7 己 g ) (90 mL ) 

約700 mL 

1.0 合 （1 已〇旨） （180 mL ) 

約 1 L 


※水の量は好みに合わせ加減して<だ 
さい。 


•炊さ込みごはんの場合はごはんに比べ約]割増の水の量（調味料、だし 
の量を含む）とし、具はお米の上にのせて炊いてください。 

• おかゆは t 分びゆ程度の炊さあびりです。 
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ホタ飯モード 


■おかゆについて 

• おかゆは好みに応じて消火後、塩をか々加え数回かさ混ぜてください。 
•おかゆモードはお米から"おかゆ"をつくる機能です。 

ごはんから"おかゆ"をつくる場合は下記を参考にしてください。 



〜ごはんか 5 のおかゆの 1 炊をかた〜 


☆ 

1 ' 
2. 

3. 

4. 

2人分煤わん約2杯分： 300旨）の例 
:令やごはんはヴルに入れ、流水でサッと洗って 
鍋に水 （4 カップ強）とごはんを入れ"強火" 
煮たったらアクをとり、"弱火’’で] 〇〜1已分 
消火し好みに応じて塩を少々加え、数回かさミ 1 

r ほぐす。（めめりをとります。） 
で炊く。 

卜か 

言ぜてでさあびり。 


• "ごはん""おかゆ"とも炊きあびりはお米の種類、水の量水に浸す時間などにより異なります。 
好みに応じて工夫してください。 


炊飯途中で消义した場合について 


• 炊飯モード（自動）の流れ（火力の強さと時間）は下記の通りです。 

炊飯途中で消火させてしまった場合は、再度炊飯モードを使用してちラまく炊けません。 
手動で炊飯する場合は、下記の流れを参考にして行ってください。 


. . .■■■い 


\ 

① 

义力 

中乂 （ "〇" の火力） 

※所要時間 

2〜4分 

^^^- 

② 

弱火（ち （1) 側の火力） 

己〜6分 

お米に吸水させる 

③ 

中火 （ "〇"の火力） 

水分びなくなるまで 


④ 

弱火（ち （1) 側の火力） 

2分間 


⑥ 

中乂 （ "〇"の火力） 

1分程度 


⑥ 

自動消火 




※所要時間は水温-炊飯量などによって変わります。あくまでちめやすとしてください。 
上記流れを参考にして手動で炊飯した場合でちラまく炊けない場合びありますので、 
ご了承ください。 
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使いかた 

2炊飯モ-ド I 標準 バーナー 


点乂前に ※コン□を使用ずる前に『コン□を使用ずるとをのを 意』 （ド9〜12)をよく読んでか5使用してください。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



• □ックび解除されていることを 
確認してください。 

旧ページ参照） 


巧飯鍋を中央に置く。 



B 点义 


点义前に必ず1 

下準備 

1(1 9〜20ページ参照） 

1を行ってください。 



旦乂力調節 

• 火力調節つまみを" 〇"の位置に合わす。 


•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



開のげ態 



. . を ■ 




火力調節つまみをゆつ< りちち向へ動か 
し、 "巧’’ の位置に合わす。 

/ •" 〇"の位置で軽く止まります。 \ 

• 火力調節つまみをち端^左方向へ動かし 
ても、"〇"の位置では止まりません 。 J 


•パチノげとスノ（ークして点火します。点乂した後、 
着乂を確認してから手を離してください。着乂す 
ると燃焼ランプび点打します。 

詳しくは] 3ページを参照してください。 


• 乂力調節つまみを" 〇"の位置にしないと 
ラまく炊けない場合びあります。 


•機器を囲う油ガードなど 
を設置すると排気の流れ 
び変わり、燃焼不良とな 
り、炊さムラなどの原因 
になります。 

炊飯時は、油ガードなど 
を取り除いてください。 
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66 

標準コン □ 
200 
180 
160 


3抄巧し 


〇 

おか 
ごはん 




■0 炊飯キー 


C 


ホタ飯モード 


J 


温調操作部 


旦げ飯醜 


I 炊飯キーを巧し、‘‘ごはん’’か"おかゆ"を 
選択する。 


敏 


おかゆ 
ごはん； 


初期設定は「ごはん」です。 

■画も, キーを巧す毎に、 

「ごはん」吟「おかゆ」吟解除 

介 n 

と設定表示ランプ(点灯)ととちに切り替わります。 
※炊飯設定を解除してち消乂しません。 


• 着乂および火力調節後すぐに押してください。 
■なのよラなことを行ラと、ラまく炊けない場 
合びあります。 

-設定した後に再度炊飯キーを巧す。 

-炊飯途中で水をたしたり、鍋のふたを開ける。 


炊飯終了前のお知5せ 


ごはん 

む日し終了 2分前か日終了まで 
"ごはん"設定表示ランプび点滅 
してお知日せします。 




炊飯終了 


ごはん 

炊きあびると自動的に消火するととちに、ブヴー音 
『ピピピツ』でお知らせします。（設定表示ランプは消 
えません）その後、む日し（約] 0分)び終わると炊飯 
終了となりブヴー音『ピー』でお知日せし、"ごはん"設 
定表示ランプび消灯します。 

※設定表示ランプ消灯前に点乂/消火ボタンを巧す 
と、終了ブヴーび鳴日なくなります。 

おかゆ 

炊きあびると自動的に消火するととちに、ブヴー音 
『ピー』でお知日せし、"おかゆ"設定表示ランプび消灯 
します。 


‘ごはん""おかゆ"の表示ランプ消灯後、必ず 


点火/消火ボタンを押し I 止の状態1 に戻してく 
ださい。 



開のげ態 


I [止の状態 I に戻さないと、已分おさにブヴー音『ピー』でお 
知らせします。 （1 時間） 


I [開の状態 I で放置しますと、電池の消耗び早まります。 


分分分 I 

003 

31 


g 



おかゆ 

終了2分前か b 終了まで"おかゆ"設定表示ランプび 
点滅してお知らせします。 
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使いかた 

2湯わかしモード I 標準 バーナー 


点乂前に ※コン□を使用ずる前に『コン□を使用ずるとをのを 意』 （ド9〜12)をよく読んでか日使用してください。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



• □ックび解除されていることを 
確認してください。 

旧ページ参照） 


やかんなどを中央に置く。 



•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



開のげ態 



•パチノげとスノ（ークして点火します。点火した後、 
着火を確認してか日手を離してください。着火す 
ると燃焼ランプび点灯します。 

詳しくは] 3ページを参照してください。 


旦 湯わかし設定 

•湯わかしキーを押し、湯わかし設定する。 



キーを 巧す毎に、 

「已分保温」吃「自動消火」与解除 

介 -n 

と設定表示ランプ(点な)ととちに切り替わります。 
※湯わかし設定を解除してち消火しません。 


•着火後すぐに巧してください。 

お湯をわかしている途中で湯わかしキーを巧 
すと、弱火になるまで時間を要する場合びあ 
ります。 


•湯わかし機能は、やかんや鍋の材質、水量、形状などによって弱火になるタイミングや温度び異なる場合びあ 
ります。 

ふさこぼれによるやけどにごを意ください。 

-材質びホー□一やステンレスの場合、お湯びわいてか日弱乂になるまで時間を要する場合びあります。 

-やかんや鍋にふたをしない状態では、十分にふっとラする前に弱火になる場合びあります。 

-水量は已 OOmL 〜 2 L び適切です。 

大ささに応じた水量にしてください。 

多すざるとふさこぼれる場合びありますのでごミ主意ください。 

-底の平日なやかんや鍋を使用してください。 

* 火力はやかんや鍋の大ささに応じた"乂力"にしてください。 

弱乂にすると湯わかし機能び正常に作動しない場合びあります。 

■お湯か日の温めなおしでは、お湯びわいてか日弱乂になるまで時間を要する場合びあります。 
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湯わかしモード 


温調操作部 



66 

標準コン □ 
30分 200 
10分 180 


666 3秒巧し 

のの B 剖剖 


〇 


おかゆ自動消义 


3分 160 ごはん5分保品 

搞 Rt 做 ん ■加 腸 


白湯 わかしキー 


已分保温 


• お湯びわくとブヴー音『ピピピッ』でお知らせし、 
自動的に弱火になります。已分間経過後ブヴー 
音『ピー』でお知日せし、自動消乂して設定表示 
ランプび消灯します。 

(終了 2分前から設定表示ランプび点滅します。） 



自動消乂 


• お湯びわくと自動的に消乂するととちに、ブヴ 
一音『ピー』でお知らせし、設定表示ランプび消 
灯します。 


•自動消火した後、必ず点火/消火ボタンを巧し 
证の状態]に戻してください。 


ご 




• 西の状 i 哥に戻さないと、已分おさにブヴー音『ピー』でお巧 
らせします。 （1 時間） 


• 固の状態 I で放置しますと、電池の消耗び早まります。 
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使いかた 

2グリルを使用ずるときのミ主意 


0 

禁止 


グリル排気□の上に、ふきん•夕 
オルなどをのせない 


不完全燃焼や火災の原因になりまず。 


A グリル使用前はグリル庫内を必ず点検ずる 

グ U ル庫内に食品くず、油くず、布などび 
あると、使用中に燃えることびあります。 
また、グ U ルとびらに魚などをはさみこん 
だまま使用しないでください。 


0 グリル受け皿にグリル石、グリル 
"、山 シートなどを入れない 

機器の損傷や、た 
まった脂び加熱さ 
れ、 燃えて火災の 
原因になります。 

A 脂の出る料理には、グリル焼網の上 
発:品意 や下にアル S はくを敷かない 



A グリル使用後および連続使用ずるとさは、 
必ず守る グリル受け皿にたまった脂を取り除く 

たまった脂に火びついて 火災のおそれび 
あります。 


アルミはくの上 
に脂びたまり、 
発火する原因に 
なります。 



A グ U ル使用中はそばか目離れない。 

おず守る 火災の原因になります。 



〇 

必ず守る 


■ … I 苗曲 A ま意 


グリル受け皿を持ち運びする際 
は、冷えてか目持ち運ぶ 

使用中、使用直後はグ U ル受け皿や、受 
け皿にたまった脂び高温になっています。 
また、グ U ル受け皿の出し入れや持ち運 
びする際は、受け皿にたまった脂などび 
こぼれないよラにミ主意してください。 


グリルを使用するときは、グリル排 
Si 気□に手や顔などを近づけない。ま 
す' た、鍋の取っ手などが排気□にかか 
5ないよラにずる 

高温の排気び出て、 やけどや鍋の取っ手 
び破損する原因になります。 


グリル受け皿に水を入れて使用しない 

^ グ U ル機能び正常に作動しなくなった 
り、 調理物び燃えたりする原因になりま 
す。 また、お湯びこぼれて やけどをする 
原因にちなります。 


0 魚を取り出すときなど、手や腕が 
グリルとび目やガラスに触目ない 
よラにずる 

グリル受け皿を引き出すときは、グ 
リルとび5取っ手似外は触5ない 

やけどの原因になります。 


A 魚などの焼きすざに注意する 

魚などび燃え、グ U ル排気□から炎び出ることびあり、 火災のおそれびあります。 グ U ル庫 
内で魚などび燃えたり、たまった脂に引火した場合は、すぐに点火/消火ボタンを押して消 
火してください。 
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〈つづく〉 


























グリルを使用するときのま意 


〈つづさ〉 

0 グリルとび5ガラスに衝撃を加え 
たりキズをつけたりしない。また 
乐正 使用中、使用直後に水をかけない 

ガラスび割れて、 けびややけどの原因に 
なります。 

A 鶏肉などの脂のをい食材を焼< 
と、飛び散った脂に引乂して、瞬 
間的にグリル排気□か5炎が出る 
場合があるので注意ずる 

やけどや火災などの原因になります。 


〇 使用直後の魚の出し入れは、グリルとび日やグリル受け皿、グリル焼網を機器 
__か5取りはずさずに行ラ 

グ U ルとびらガラスやグ U ル焼網などび熱くなっているため、 やけどの原因になります。 


0 ミ茲驢蟲觀? 後はグリル 0 g 扯觀 直後は、が入れゃ点 

やけどの原因になります。 やけどの原因になります。 


〇 グリルを出し入れずるときは、グリルとび5取っ手を持ち、ゆっくり水平に出 
__し入れずる。また、グリル受け皿を持つときは、めれぶきんなどで持たない 

めれぶさんなどでグ U ル受け皿を持つと、 やけどの原因になります。 


0 グリルとび5に重いものをのせた 
1り、強い力を加えない 

グリルとびらびはずれ、 けびや機器損傷 
の原因になります。 


0 グリルとび5を開けたままグリル 
_を使用しない 

機器上部び変色し 
たり、 ワークトツ 
プをこびす原因に 
なります。 



•が風— 

■使用中もときどき、正常に燃焼していること 
を確認して < ださい。 


■連続で使用する場合は一旦义を消し、再度点 
义してください。 

グリル庫内が高温になっていると、を全機能 
びはたらいて、焼き上がる前に消火する場合 
びあります。 


■をずの魚などは完全に解凍してか！5焼いてく 
ださい。中む部まで十分に火び通らず、生焼 
けげ態になる場合びあります。 


■魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受 
け皿を約1分 LU 上引き出したままにする場合 
は一旦火を消してください。グリル過熱防止 
センサーがはた！5いて消火する場合がありま 
す。 


■長時間使用していなかったり、初めて使用す 
るときは配管内に空気び入っていて点义しに 
くい場合があります。しば5く待ってか5、 
再度点火してください。 


■脂のをい魚などを焼いているときは、煙げを 
く出る場合があります。 


■グリル取っ手を持つ場合、図のように 
持ってください。 

他の部分を持って取り出すと、手びすべ 
つて落とす場合びあります。 
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(裏か6見た図) 


























使いかた 

2点、火•消、火のしかた（ヴ mw 


点乂前に ※グリルを使用ずる前に『グリルを使用ずるときのま 意』 （ P 吕已~ 26 )をよく読んでか S 使用してくださし、。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



• □ックび解除されていることを 
確認してください。 

旧ページ参照） 



※脂のをい魚を焼いているときは煙がをく出る場合があります。 

点乂 


•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



■パチノ（チとスノ（ークして点乂します。 
点乂した後、着火を確認してから手 
を離してください。着乂すると燃焼 
ランプび点灯します。 

•点火/消火ボタンを巧した後、手を 
離してち数秒間スパークします。 

• 火力調節つまみび弱火側（ち側）にある 
場合は、強火側（左側）に移動します。 


■初めてグ U ルを使ラときは、グ Uj レ焼網を取り 


•グリルタイマーび自動的 广 


出し、約]已分空焼きをしてください。 


L スタートします。 

) 〜 


※グ1」ル庫内の油を焼ささるためで、煙やにおい 


グリルタイマ ー L ついて C : JG 



び出てち異常ではありません。 


の説明は29〜30ぺージ ^ 



(空焼さしているとさグ U ル過熱防止センサー 


に記載しています。 

タイマー 


び作動して消乂する場合びありますび、少し待 


魚などを焼く前に必ずそ 

eo 


つてか日再度点乂してください。） 


ち5を参照してください。 



魚の焼さかたの手順 


① 魚の下準備をする。 

•塩焼きの場合は、塩をふり、しば日く置く。 

■焦げやすい部分や尾-ひれには、厚めに塩をつけるかアルミはくでおおラ。 

② 約2分予熱をする。（グ U ルに魚をいれないで点火してください。） 

③ 一旦消乂し、魚を焼網にのせて再度点乂し、タイマー時間を合わせる。 

※グ U ル焼網に魚を置く場合は、奥の方か日置いてください。手前に置くと焼け色び 
浅くなる場合びあります。また、魚を一尾だけ焼く場合は、中央に置いてください。 
※魚は頭を奥にして置いてください。 

※焼さ物はグ U ル焼網に合った大ささに切り、グ U ル焼網にのせて焼いてください。 
※冷凍した魚は、完全に解凍してから調理してください。 

詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 


アルミはく 
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( 点义•消义①しかた(グリル） ) 


温調操作部 



日〇 • 〇キー 


• 安全のため約]已分!;^上連続では使用でさません。 

(使用途中でタイマーを変更してち点乂から]已分の時間設定しかでさません。） 

連続で使用する場合は一旦消火し、再度点火してください。 

(魚び焼さ上びる前に消乂する場合びあります。） 

• グ U ル庫内温度び高温の場合、安全のため自動消乂することびあります。 

グ U ル過熱防止センサーび作動したためで、しば日く（約3分）待ってか日再度点火して使用ください。 
(32 ページ参照） 


旦乂力調節 


旦 グリルタイマー設定 


•火力は、火力調節つまみ（上）-(下）を左ち • 0.0 キーを巧し、時間設定する。 

に動かして調節する。 


上バーナー：強 

上バーナー：弱 

下バーナー：強 

下バーナー：弱 


火力調節つまみ(上) 


火力調節つまみ(下） 

強 弱 

• 乂力調節つまみ（上）-(下）を左方向へ動かす 
と、さバーナーの乂力は強く、ち方向へ動か 
すと火力は弱くなります。 

•乂力調節つまみはゆっくり動かしてください。 



•グ U ルと コン □を同時に使用すると、 コン □ 
の炎びホ色になることびありますび、異常で 
はありません。 

•焼網の一部び変色することびありますび、異 
常ではありません。 


m 

タイ 7- 


• ネ刃期設定時間を表示します。 

(例）9分 

※グ U ル庫内温度に応じて、初期設 
定時間び変わります。 


• 0-0 キーを]回巧す毎に1分刻みで時間設定 

でさまろ。 _ 

J 分〜1已分まで 

■タイマー作動中でち、設定時間の変更はでさます。 
連続使用可能時間は]已分までです。 


途中で消乂したい場合 


• 点火/消火ボタンを止まるまで 
いっぱいに巧して手を離す。 


燃焼ランフ 



開の:!犬態 


燃焼ランプび 
消灯します。 



止のげ態 



タイ 7- 


〇〇 
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使いかた 

2グリルタイマー 


グリルタイマーについて 


下記に示す数値 （"3" など）はあくまでも例であり、 
実際には異なる場合びあります。 


グリルび着义すると、自動的にグリルタイマーびスタートします。 


例) 



タィマー 


〇〇 


•グ I 」 j レ庫内温度に応じて、一般的な魚を焼く時間",写"〜 
" y " 分を自動的に設定します。 

※グ U ル庫内温度び高ければ、時間は短く設定されます。 


※タイマー時間表おは切り上げ表示になっていますので、 
初期設定時間びすぐに変わる場合びあります。 


• めざしやうるめなどのようなル魚の干物の焼き時間のめやすは2〜3分です。（連続で焼く場合は1 
分程度です。）初期設定時間のままにしておきますと発义することがありますので、焼きすざに十 
分を意してください。 

•干物や脂分のをいにしん、塩さばなどは発火しやすいので、焼きすぎにを意してください。 


魚などの焼きかたが浅い場合は••- 

• 調理途中であればタイマー時間の変更はでさますので、設定時間を]〜2分長く設定するなど 
して、お好みの焼さ加減時間に調節してください。 

• 再度点火する場合は、グ Uj レ庫内温度び上びつているため、設定時間を短くするなどして焼 
さすざにミ主意してください。 

焼さすぎた場合、魚やたまった脂び燃えて、火災のおそれや機器焼損の原因になります。 


ワンポイントアドバイス 


■鶏肉などの脂のをい食材を調理すると、グ U ル受け皿にたまった脂に引乂することびありますので、上下の乂 
力を『弱』にして焼くことをおすすめします。 

(調理中はグ U ル庫内の状態に十分ミ主意してください。） 

■焼さナスや手逝先などをグ U ルで調理する場合は、切れ目を入れて調理してください。 

切れ目を入れずに調理すると食材の水分びはじけて水蒸気び発生し、途中消乂する場合びあります。 

■上下両面か日一気に加熱するため、片面焼さに比べて煙びをく出たり、グ U ル焼網に魚びくっつくことびあり 
ます。グ U ル焼網にはフッ素樹脂加工しておりますび、サラダ油などを焼網に塗っていただくと、こびり付き 
などび少なくなります。 

• 薄い部分は焦げやすいので、尾を手前にしてください。 

•焦げ過ぎや、型くずれ防止に、姿焼さは尾ヒレにたっぷり化粧塩してください。 

• 火の通りをよくするために、切り身は皮に切れ目を入れてください。 

■焦げやすいので、つけ焼さはたれをふさ取り、みそ養けは、みそを洗い流してふいてください。 
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グリルタイマー 


いろいろな調理に合った义力や時間については、付属のクッキングブックをご覧くださし1。 


タイマー時間を変更するとき 


• タイマー時間を変更しないときは、 
この操作は必要ありません。 




//7か..,'5 

今 5' か../ 



• タイマー時間は連続燃焼1已分し U 上は設定でさません。 


例）国分 I で設定し、已分後グ U ルタイマーキーを押してち 
焼さ始めてか bll □分 ILU 上は設定でさません。 


m 

タイマ- 

〇〇 



バ与…！ G 

(最大延長時間) 


• タイマーが終了していない場合でち、グ U ル庫内温度び異常に高くな 
つた場合、安全のためグ U ル過熱防止センサーびはた6さ、ミ肖火ずる 
場合びありまず。 


※最大1已分までタイマー設定できますび、使用途中でのタイマー時間延長は安全のため、点火してか日]已分まで 
の残り時間しか延長できません。 


グリルタイマー終了前 


• 残り時間30秒になると、ブヴー音『ピピピッ』でお巧ら 
せし、時間表おび(分表示)から(秒表示)に変わります。 


例）残り24秒の場合 





タイマ- 


〇〇 


グリルタイマー終了 


• タイマー終了すると自動消火するとともに、 
燃焼ランプび消丹し、ブヴー音『ピー』と夕 
イマー表示ランプ、タイマー時間表示「 GG 」 
の点滅 （1 0回）でお知らせします。 

その後、タイマー表示ランプ r グ U ル」と、 
タイマー時間表おび消灯します。 



〇〇 


•自動消火した後、必ず点火/消火ボタ 
ンを巧し I 止の状態]に戻してください。 



■ 化の状態 I に戻さないと、已分おきにブヴー 
音『ピー』でおミ□日せします。 （1 時間） 

■ I 開の状態 I で放置しますと、電池の消耗び早 
まります。 
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使いかた 

2を全機能•温度センサーについて 


ま全機能について 


全 パ‘ーナー 


田立消え安全装置 （コン□バーナ ー :ブヴー音『ピー』と燃焼ランプ 2 回点滅 （10 回繰り返し)でお 

知らせします。） 

(グ U ルバーナ ー :ブヴー音『ピ ー j と燃焼ランプ2回点滅 （10 回繰り返し）と、 

タイマー表示 U 台」点滅 （ 10回)でお巧日せします。） 

• 風や煮こぼれで火び消えた場合、自動的にガスを止めます。 

(完全にガスび止まるまで数秒かかります。） 


I 再度点乂されるとさは窓や戸を開けて換気をし、ガスのにおい 
び完全になくなってか日点火操作をしてください。 

I 立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついたとさはされいにふさ 
取ってください。 

また、立消え安全装置に硬いちのをぶつけないでください。 
(点火不良の原因になります。） 


(例）標準バーナー 


立ミ肖え安全装置 



後ちか日見た図 


田点义/消义ボタン戻し忘れブザー 

•タイマーや便利機能を使って、自動で火び消えたり、安全機能により火び消えたとさに、 
点乂/消乂ボタンを戻し忘れると、已分おきにブヴー音『ピー』でお知らせします。（約]時間） 
電池び消耗するので、すぐに点火/消火ボタンを戻してください。 

ただし、他のバーナーを使用中は、うヴー音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、電池の消耗び早くなります。 


コン □バーナー 


田コン□消し忘れ消义機能 ロヴー音『ピー』と燃焼ランプ 4 回点滅 （10 回繰りおし)でお知らせします。) 
•点火後、一定時間経過すると自動的にガスを止め、消火します。 


《例：標準バーナーで煮ちのをした場合》 





■ 靡瓜 yftM 


高义カバーナー：通常時約2時間 

センサー解除モード時約1時間 
高ミ品放置時約30分 
標準バーナー：通常時約2時間 

高温放置時約30分 
ルバーナー：通常時約2時間 


田センサー解除モード 

すべての安全機能び解除されるわけではありません C 


センサーの故障を防止するために、センサーの温度が上びりすぎると自動的に义力を調節 
したり、ガスを止め、消义したりすることがあります。 


こんな調理は高义カバーナーのセンサー解除モードを使用してください。 旧ぺージ参勵 
•炒めものや、いりもの料理にま•大豆など）のように高温を必要とする調理 
-中華鍋やフライパンを、煙が出るまで予熱する場合 

• 高火カノ（ーナー点乂後、センサー解除キー3砂巧しで設定でさます。 

※連続使用可能時間は約]時間です。（※高温状態で温度変化のないときは30分） 


A 警告 


■センサー解除モードを使用するとさは、揚げちのなどの油調理はしない。 

センサー解除モードは天ぷ日油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、調理油び過熱 
され 発火のおそれびあります。 

※焦げつさ自動ミ肖火機能ちはた b さません。 


コン□使用中に自動消乂した場合、必ず点火/消乂ボタンを巧し、止の状態に戻してください。 
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ま全 機能-温度 センサーについて 


※安全機能びはたらいたときは、41ぺージを参照してください。 


コン □/(—*— 


因焦げつき自動消乂機能 ロヴ-音『ピ-』と燃焼ランプ3回点滅 （1 □回繰り返し)でお知日せしまず。） 

■焦げつきや空だきの場合自動的にガスを止め、_消火します。_ 

•焦げつき消火時の焦げの程度は鍋の材質-乂力-内容物の種類によって異なります。 

•とくに±鍋やガラス製鍋、薄手のステンレス鍋などは熱伝導び悪いため焦げつさ程度びさつくなります。 

•弱火か日強火に切り替えた場合にセンサーびはた日いて自動消义することびあります。 

再度点火すると正常に作動します。 


田天ぷ5油過熱防止機能 ロヴ-音『ピ-』と燃焼ランプ3回点滅 （10 回繰り返し)でお知らせします。） 

•高火カバーナー•標準バーナーは、約2日〇むで弱火となりますび、それけ上に温度 
び高くなると、自動的にガスを止め、消火します。 

■ルバーナーは、約2已〇むで自動的にガスを止め、消火します。 

《鍋の種類や油の量によって自動消火したとさの油の温度は異なります。 


A 警告 


>揚げちの調理するとさは 200 mL じ(上の油で使用する。 

※油び少なすざると、機能び正しくはたらかず発火する場合びあります。 必ず守5 


〇 


調恶由 


200 mU； (上 


I ごみづ 


A 注意 


>天ぷ日油過熱防止装置びはた日いたときは、鍋や油の温度び相当高くなっているためを意する。 
やけどやけびの原因になります。 


グリルバーナー 


因グリル消し忘れ消乂機能 ロヴ-音『ピ-』とタイマ-表示「日 G 」 点滅り□回)でお知らせします。) 
•点火後、約1已分経過すると自動的にガスを止め、消乂します。 


因グリル捆熱防止センけー ロザー音『ピー』と燃焼ランプ3回点滅 （1 0回繰り返し）と、 

タイマー表点滅 （1 0回）でお知らせします。） 

• グ U ル庫内や受け皿の温度び使用中異常に高くなったとさや、連続で使用する場合などで 
温度び高い場合、安全のためガスを止め自動消火したり、点火後すぐに消火したりします。 
•次のようなときにグ U ル過熱防止センサーびはた日いて、魚び焼ける前に消火したり、連続使用する 
ことびでさない場合びあります。 

-空焼さなどで長時間使用した場合 -魚などび庫内で燃えた場合 

-予熱しすざた場合 -グ U ル受け皿の温度び異常に高くなった場合 

-連続で使用した場合 

• グリル過熱防止センサーがはたらいた場合 

-グ U ル庫内の温度びある程度下びるまで再使用でさない場合びありますので、しば日く（約3分）待 
ってか日再度点火してください。 

※グ U ル過熱防止センサーびはた日いているとさ、点乂操作はでさますび、手を離すと乂び消えます 
のでミ主意して < ださい。 


A ま意 


I グ Uj レ過熱防止センヴーびはた日いたとさは、グ Uj レ受け皿やグ U ルとび日ガラスの温度び相当 
高 < なっているためミ主意する。 

やけどやけびの原因になります。 


コン□使用中に自動消乂した場合、必ず点火/消乂ボタンを巧し、止の状態に戻してください。 
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点検•お手入れ、他 

3点横•お手入れ 


A 注意 


〇 


点検•お手入れは、機器のガスをを閉じ、機器が冷えてか！5手袋をはめて行う 

•やけど や、機器の角などでけびをする原因になります。 （グ U ル庫内や排気口まわりなど、見えにくいところを 
掃除する場合は、とくにを意してください。） 

•お手入れする部品しソ外は、はずさないでください。 がず守る 

•使用直後は、ガラス面は熱くなっていますので、お手入れは、ガラスび;令えてから行ってください。 

•はずした部品は、『お手入れ(点検-お手入れ後のセットち法)』 （3 已〜38ぺージ）を参照して取り付けてください。 

•点検-お手入れをは、機器およびグ U ル庫内にふきん-紙類などを置き忘れていないかおずお認してください。 


点 検 


各部品の取り付けは？ 


•バーナーキャップ.ごとく.グ U ル排気 □ 
カバーなど正しく取り付けられていますか？ 

く〉正しく取り付けてください。 

防圃〜國 


ノ く'—ナーキヤップは？ 


• 炎□び目づまり 
していませんか？ 

このイラストは^ 
バーナーキヤツ 
^プの裏面です。 y* 



温度センサ- • 点火プラグ • な肖えきを装置は? 


•センサーは軽い力で、 

上下にスムーズに動 
さますか？ 

※煮こぼれの付着などで動かなくなる場合びあ 
ります。動かない場合は点検び必要です。 
お買い上げの販売店または、もよりの弊社に 
連絡してください。 

•センサー頭部に巧れや、 

キズびありませんか？ 


•点义プラグ-立消え安全装置に煮こぼれや水 
滴びついていませんか？ 




0お手入れのしかたを参照してください。 

巧國 


乾電池は？ 

《乾電池の交換めやすはおよそ1年です。〉〉 

•使用時、電ミ也び消耗してくると、予告として 
ブヴー音『ピー』びなり、電池交換サインび点 
滅します。 

使用することはできますび、早めに新しいア 
ルカ U 乾電池逆]形2個)と交換してください。 



•さらに電池び消'耗してくると使用できなくな 
ります。 

A 乾電池の取り付けかたを 
^参照してください。 


•傾いたり浮いたりして 
いませんか？ 



〇お手入れのしかたを参照してください。 


防國 
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* 金属たわしや先の鋭いちのは、トッププレートおよびバーナー U ング-バー 
ナー本体にキズをつけるので、使わないでください。 

* 漂白剤、強アルカ U 洗剤、クレンヴーを使用すると、バーナー U ング•バー 
ナー本体や枠の色び薄くなったり、光おび変わることびあります。 

色ムラの原因になります。 

• トッププレートは、グ U ル排気□部分にネジで固定されています。 

修理技術ちじ(外の人は、取りはずさないでください。 


C 


点検-お手入れ 




お手入れ 

※使用ごとにお手入れしてください。巧れたままにしますと巧れびこびりつき、落ちにくくなります。 
とくに煮こぼれをした場合は、その都度お手入れをしてください。煮こぼれしたまま放置すると 
お手入れする部品び固着し、はずれにくくなったり、故障の原因になります。 

巧れびひどいとさは、台所用中性洗剤をミ屋ぜた水を含ませた紙でミちれた部分を湿日せ、ちれを浮かせます。 
ミちれび浮いてさた日、スポンジや布などのやわ日かいちのでふさ取った後、洗剤び残日ないよラ水ぶさして 
ください。ごとくやグ U ル排気ロカバーは、つけ置さや煮洗いするとさ日に巧れび落ちやすくなります。 



お願い 



ベンジン-アルカ U 性洗剤-研磨剤入り洗剤-金属たわしなどは C \) 


jQ 


• シンナー. 

、 _ - 

-— 一 

% 



塗装の変質、はびれの原因となりますので使用しないで<ださい。 禁止 

S 

摩 

1 t 


トッププレート（トッププレート枠含む） 

• トッププレートび十分;令えてから、お手入れを行ってください。 

•表面びちれた b その都度、台所用中性洗剤や水を含ませたスポンジや巧などのやわ b かい物でふさ取った後、 
乾いた巧で再度ふき取ってください。 

※表面についた煮こぼれなどの巧れをそのままにしておくと、こびりついて取れなくなります。 

ご使用のたびにこまめにおふさ取りください。 

とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐにふを取ってください。焼きついて掃除び困難になります。 

•ガラス面の巧れのひどいとさやこびりついた巧れは、丸めたラップに 
クリームクレンヴーをつけてこすってください。ミちれびとれたらスポ 
ンジや巧などのやわらかいちのでふさ取ってください。 

※バーナー U ング•バーナー本体の塗装のはびれ、色び薄くなる、光 
おびな<なるなどの原因となりますので、バーナー1」ング-バーナ 
一本体にはク U —ムクレンヴーびかからないように気をつけてふさ 
取ってください。 


バーナーリング•バーナー本体 


•台所用中性洗剤を含ませた巧やスポンジで 


巧れをふさ取った後、乾いた巧で水気をふ 
さ取ってください。 


凸部^^ナー|」ング'^ 

1 

※凸部の角などは、歯ブラシなどでお手入れ 


して < ださい。 




お旧百 I 、 
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点検•お手入れ、他 

3点検•お手入れ 


お手入れ（点検•お手入れ後のセット方法) 


グリル部(グリル受け皿、グリル焼網、グリルとび 5) 


田グリル受け皿 

•フッ素樹脂加工仕上げになっています。 

•使用の都度、スポンジや布などのやわらかいもので軽くみき取ってください。巧れび簡単に 
落ちない場合は、台所用中性洗剤や水で巧れた部分を湿らせ、しばらくしてからスポンジや 
布などでみき取ってください。 

巧れたまま放置したり、使用するとシ S やフッ素のはく離の原因となります。 

田グリル焼網 

•フッ素樹脂加工仕上げになっています。 

• 使用の都度、スポンジと台所用中性洗剤で丸洗いしてください。（ナイ□ンたねしや硬いち 
のでこすると塗装びはびれます。 ） その後、乾いた布で水気をふき取ってください。 

※焼網は、取り替え可能な交換部品でず。長期間使用しているラちに、フッ素樹脂加工びはびれ、 
魚びくっつきやすくなることびあります。取替用部品として用意しております。 

田グリルとび5 

• グ U ルとびら取っ手は、スポンジや布などのやわらかいもので軽くみき取ってください。 

• グ U ルとびらガラスは、使用の都度、スポンジと台所用中性洗剤でお手入れしてください。 


グリル受け皿の取り出しかたと取り付けかた 


田取り出しかた 

•グリルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで引き出し、 
少し持ち上げて、再度引さ出してください。 

《グ U ル使用直後はグ U ルとびらやグ U ル受け皿、焼網び熱くな 
っていまずのでミ主意してください。 

※到ブ皿こたまった魚の脂などを口ぎさないようを意してください。 
※グ I 」 j レ受け皿を取りはずすときは、必ず両手で行つてください。 


グ1」ルとびらを全開近くまで引き出すと、グ1」ルとびら全体び下びりま 
すので、手を離すときはを意してください。 


田取り付けかた 

• "まえ" と表示しているちをグ U ルとびら側にし、図のようにス 
ライド枠の上にのせてください。 

※スライド枠の上に到ブ皿び図のように取り付けられてしないと、 
受け皿び斜めになり、グ U ルとびらび入りません。 

• グ U ルとびらのスライド枠をグ U ル庫内の左ち下部にある溝に 
のせ、グ U ルとびらを少し持ち上げた状態で庫内に入れた後、 
とびらび完全に閉まるまできっちりと入れてください。 



グ U ル受け皿 


グ1」ル焼網 


} 広大図 


※イラストは分かりやすく 
ずるために受け皿なしで 
記載しています。 



グ1」ルとびら 


スライ 
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点検-お手入れ 





グリルとび！5の取りはずしかたと取り付けかた 

※上下逆さまから見た図で説明しています。 

田グリルとびらの取りはずしかた 

•スライド枠(線材）とグ U ルとびらを固定している止めバネを図のち向(①)に上げ、スライド枠 
を回転させる(②)と、取りはずせまず。 の 



•グ U ルとびらの溝部にヶ所）にスライド枠を差し込み(③)、止めバネにそわせ ㈱ )、スライド 
枠を図のように回転させる(⑥)と止めバネで、『カチッ』と音び鳴り取り付けられます。 
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点検•お手入れ、他 

3点横•お手入れ 

お手入れ（点検•お手入れ後のセット方法) 


グリル排気□カバー 


’台所用中性洗剤を含ませた巧やスポンジで巧れをみ 
さ取った後、乾いた巧で水気をみさ取ってください。 


巧れび落ちにくいとさは、台所用中性洗剤で丸洗い 
した後、乾いた巧で十分水気をふさ取ってください。 


※グ I 」ル排気口の中側（奥側）をお手入れするときは、 
必ず手袋を使用してください。 


田お手入れ後のセツトち法 

グ U ル排気ロカバーのツメをグ U ル排気口のち巧 
に挿入して取り付け、グ U ル排気ロカノ（一の傾き 
びないことを確認してください。 

グ U ル排気□カバー 

グ1」ル排気口部 


ツメ 


ごと< 


■台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジでミちれをふ 
さ取った後、乾いた布で水気をふき取ってください。 

巧れび落ちにくいときは、スポンジやナイ□ンタ 
ワシに台所用中性洗剤をつけて洗った後、乾いた 
巧で十分水気をふさ取ってください。 



田お手入れ後のセットち法 

ノ（ーナーキ ヤッ プを正しくセットした後、ごとくを取り付けてください。 

※ごとくの下部にある欠き部をパーナ ー U ングの己部 (3 ヶ所）に合わせるように取り付け、ごとくの傾き 
びないことを確認してください。 


一 A 迂意- 

• ごとくの欠き部を、必ずノ（ーナ ー U ングの己部に合わせる。 

合わせないとごとくび傾さ、鍋の転倒や、不完全燃焼のおそれびあります。 
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点検-お手入れ 



温度センサー-点义プラグ-立消えま全装置 

■煮こぼれなどの巧れを布でふさ取る。 

(洗剤などは使用しない。） 


温度センサー 
立消え安全装置 一 

点义プラグ - 



お願い 


>巧れをふさ取る際、強い力を加えたりして変形 
させないよラにしてください。 

故障の原因となりまず。 


機器表面-操作部 

I 乾いた巧でよくふく。 


巧れび落ちにくいとさは、中性ミ先剤を含ませた巧で 
面き取ってください。その後、乾いた巧で水気をふ 
き取ってください。 


※シルバー色は、グ U ル取っ手などの樹脂部に、特 
殊塗装を施していますび、万一表面の塗装びはび 
れても使用上問題はありません。 


ノ f —ナーキヤップ 


►表面はスポンジと洗剤で丸洗いし、目ゴまり 
していた b バーナーキャップを取りはずして 
裏面か日歯ブラシを使って洗ラ。その後、乾 
いた巧で水気をふき取ってください。 

喘こぼれしたときは、必ずお手入れしてください。 



>バーナーキャップ水洗い後は、よく水気 
を切る。 

水分び残ったままセットすると、点义不 
良や不完全燃焼になります。 


〇 

おず守る 


お願い 


I 強くこずったり、当てたりしないでください。 
傷、ゆびみ、変色■はく離の原因となります。 


田パーナーキャップの取り付けかた 

図のよラにバーナーキャップのの部び点乂プ 
ラグの真上にくるよラに合わせ、バーナーキ 
ャップをセットしてください。 

ノ（ーナーキャップび傾いたり、浮いたりして 
いないかを確認してください。 


「 H 」 マー ク 



点义プラグに合わす 
点火プフ クー—--^^ 


《局乂カバーナー用バーナーキャップ 
には 「 H 」 マークが あります。 


A ま意 


、) (-ナーキヤップを正しく取り付ける。 

) (ーナーキヤップを正しくセットしなかった場合、 
点火しなかったり炎びす均一になり、異常燃焼や 
部品び焼損、変形するおそれびあります。 
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消义してし巧:!犬態でブ 
ザー音『ピー』がなる。 
(己分おきに報知ずる） 


• 点火/消乂ボタンを戻し忘れていませんか？ 

タイマーや便利機能を使って、自動で火び消えたり、安全機能により火 
び消えたとさに、点乂/消火ボタンを戻し忘れると、已分おさにブヴー 
音『ピー』でお知らせします。（約]時間）電池び消耗するので、すぐに点 
乂/消乂ボタンを戻してください。ただし、他のバーナーを使用中は、 
ブヴー音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、電池の消耗び早くなります。 


ガスのにおいがずる。 
いやなにおいがずる。 


ただちに使うのをやめ、機器のガスをを閉じてから原因を調べてください。 


A 警告 


• 周囲に燃えやすいちのやプラスチック製品などびありませんか？ 
火災のおそれびあります。 


I 煮こぼれや風などで乂び消えていませんか？ 

I ノ（ーナーキ ヤツ プに水気びついていませんか？ 


、) (ーナーに風び当たっていませんか？ 

>煮こぼれびバーナーにかかっていませんか？ 

• 立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついていませんか？ 

• 弱火の状態で機器下のキャビネットとび日を開閉していませんか？ 


消火しやすい。 
使用中火び消える C 


• 鍋び焦げたり、油の温度び高くなっていませんか？ 

• 温度センサーび巧れていませんか？ 

•鍋を正しくのせていますか？ 

■火をつけてか日約2時間（高温で30分） LU 上たっていませんか？ 

• センサー解除モードで火をつけてか b 約1時間（高温で3□分)け上たっていませんか？ 
• 鍋底び己凹していませんか？ 


<グリル バーナー> 

■グ I 」ルタイマーを適正時間にセツトしていますか？ 
• 焼さすざたりしていませんか？ 

•連続焼さなどで庫内温度び高くなっていませんか？ 


29 - 30 
32 

28-32 


黄炎で燃える。 

炎がを定しない。 

異常音をたてて燃える。 


I ノ（ーナーキ ヤツ プび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 
I ノ（ーナーキ ヤツ プ炎□びつまつていませんか？ 


33 

33 


点検•お手入れ、他 

3故障かな？と思った!5 

I 故障かな？と思った5ただちに使うのをやめてください。 

I 故障かな？と思ってちよく調べると故障でない場合があります。 

まず、巧のことをお調べください。 


こんなとを 


原 


因 


参照 

ぺ_ジ 


点乂しない。 
点义しにくし、。 
义が消える。 


•機器のガスをび全開になっていますか？ 

• 乾電池び消耗していませんか？ 

•) (ーナーキ ヤッ プび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

• ノ（ーナーキ ヤッ プの炎口びつまっていませんか？ 

■点乂プラグ-立消え安全装置び巧れたり、めれていませんか？ 
• 点乂/消火ボタンを止まるまでいっぱいに巧していますか？ 

• 点乂/消火ボタンび□ックされていませんか？ 


己 

33 

33 

33 

33 

13-27 

8 


2 01 
2 3 4 

6 41 
12 3 


3 


18 
3 3 


3別3 


〇 


2 3 

3 3 


13 3 
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c 


故障かな？と思った 5 


•次のような現象は故障ではありません 


•センサー解除したのに、勝手に火びルさく 
なったり、火び消えたりする。 

〇 

センサーの故障を防止するために、センサ 
一の温度が上びりすざると自動的に火力を 
調節したり、ガスを止め、消火したりする 
ことびあるためです。 

•はじめてグ U ルを使用するとさ、煙やにお 
いび出る。 

〇 

部品についている油が焼けるためです。 

27ページをご覧になり、空焼きをしてくだ 
さい。 

•パチ J (チとすべての点火装置で音びする。 

〇 

同時点义方式となっていますので、1ヶ所 
の点火操作ですベての装置が r パチパチ」と 
スパークします。 

• 点火後や消火後にキシ S 音びでる。 

〇 

加熱やを却される際に金属が膨張-収縮し 
て起こる音です。 

•コン□とグ U ルを同時に使ラと炎び赤色に 

〇 

焼き物の塩分（塩化ナトリウム）や水中にミ容 
解しているカルシウムによるをのです。 

•消火時 r ポン」と音びする。 

〇 

义が消えたときの音で異常ではありません。 

•消火してち数秒間火び残り、すぐに消火し 
ない。 

〇 

バーナー内のガスが一度に出されるためで 
異常ではありません。 

• グリル使用中に魚の脂のパチパチはねる音 
びする。 

〇 

魚に含まれている水分び脂と接触して蒸発 
する音で異常ではありません。 

•コン□燃焼時に点火部でポッポッと音びする。 

〇 

义力によってはバーナー内部で音が鳴る場合 
がありまずが異常ではありません。 

•大火になるとき一瞬炎び大きくなる。 

〇 

バーナー内のガスび一度に出されるためで異 
常ではありません。 

• ごとくの先端び変色や凹凸状になる。 

〇 

コン□部を使用すると、ごとくのツメの先 
端び過熱されホー□一びはがれたり、凹凸 
：!犬になりますび異常ではありません。 


•じ(上のことをお調べになっても、なお異常のあるとさやおわかりにならないときには、お買い上げ 
の販売店または、ちよりの弊社（別紙サービス網一覧表）に連絡してください。 

不完全な処置や異常びある状態で使い続けますと事故のちとになります。 
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点検•お手入れ、他 

3故障かな？と思った!5 

お知5せ表示 

• 安全機能 （3 ] ページ）びはたらいたり、使用ち法の不具合びあった場合、自動的に消火すると同時に 
ブヴー音び鳴り、燃焼ランプ点滅、タイマー時間表おの数字び点滅するなどしてお知らせします。 


お知らせ表示一覧《ブザー音『ピー』でお知5せ報知します。》 


お知らせ表示 

部 位 

原 因 

処置ちま 

燃焼ランプ 

タイマー 
時間表示部 

消な 

1 己己 1 

10回点滅 

グリルノ (ーナー 

タイマー設定時間び終了したとさ 

【コン□】 

点火/消乂ボタンを I 止の状態 I に戻す。 
続けてお使いになるとさは、再度点 
火してください。 

【グリル】 

点火/消乂ボタンを I 止の状態 I に戻す。 
続けてお使いになるとさは、しばら 
く（約3分)待ってから再度点火して 
<ださい。 

2回点滅 

/ 

コン□バーナー 

ノ (ーナー途中消火 
篤こぼれや風などで消火したとき） 

1 / c 1 

10回点滅 

グリルノ (ーナー 

1回点滅 

/ 

コン□バーナー 

バーナー不着火 
(点火に失敗したとき） 

I / /| 

10回点滅 

グリルノ (ーナー 

3回点滅 

/ 

コン□バーナー 

焦げつさや異常高温になったとさ 

に c 1 

10回点滅 

グリルノ (ーナー 

グ U ル過熱防止センサー作動 
(魚など入れずに空焼さした場合や 
時間を忘れて焼さすざた場合） 

4回点滅 

/ 

コン□ノ (ーナー 

コン□消し忘れ消火機能作動 



全ノ（ーナー 

ブヴー音『ピー』已分おきに I 回報巧 
火び消えて、点火/消火ボタンび開状態 
にあるとき難タンの戻し忘れ） 

霞蝴实サイン 
点滅 


乾電池 

電池び消耗してさたとさ 

点火/消火ボタンを I 止の状態 I に戻す。 
電池を交換してください 
(アルカ U 乾電池：単 I 形2個） 


燃焼ランプ、タイマー表示ランプおよびタイマー時間表示部の点滅はそれぞれの点滅回数を10回繰り返します。 

上記 L ソ外、に4」巧1」「32」「70」「71」「72」「73」の表示び出た場台。 

皆点検び必要でず。点义/消义ボタンを I 止の状態]に戻し、お買い上げの販売店または、ちよりの弊社に連絡 
してください。 
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点検•お手入れ、他 

3アフターサービス 

アフターサービス 

サービスの お申し込み 

• 3目〜41ぺージの『故障かな？と思った日』を見て、もう一度確認してください。 

■確認のラえ、それでち不都合な場合あるいは、ご不明な場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店、ガス 
事業ちまたはちよりの弊社（別紙ヴービス網一覧表）に連絡してください。 

なお、連絡されるとさは、下記のことをお知らせ<ださい。 


1. 品ま品名コード 3.故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 

2. 型式名電池ケースふた裏面に貼付の銘板をご覧ください。 4. ご住所-お名前-電話ま号-道順（できるだけ詳しく） 


お居される場合 

ガスには都市ガス（数種類）および LP ガスの区かがありまず。 

• ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種類を 
確認のラえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業をに連絡してください。 

この場合、調整-改造に要する費用は保証期間中でち有料となります。 

•この機器は] 3 A (12 A )、 LP ガスのみの仕様です。他のガス種には調整.改造できません。 

保 証 書 

取扱説日月書の46ぺージがな証書になっていまず。 

•保証書に記載されているよラに機器の故障については、一定期間.一定条件のちとに修理いたします。 

保証書を紛失されますと、無料修理期間であってち修理費をいただくことびありますので、大切に保管してください。 
•無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、ちよりの弊社（別紙サービス網一覧表）に相 
談してください。 

修理によって性能び維持できる場合は修理（有料）いたします。 

補修用性能部品の保有期間 

■この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造巧ち切り後巳年間です。 

但し、保有期間経過後であっても補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 

交換部品（お客さまにて取り替え可能な部品） 


•下記の部品（有料）は、お客さまご自身にてお取り替えしていただくことびでさます。 
お買い上げの販売店または、01 20-38-8180 (電話料金無料）にお問い合わせください。 
いたんできた日、早めに交換してください。 


交換部品 

お 

現金標準価格：税込 

部品コード 

ごとく（大） 

(高火力.標準バーナー用） 


¥1，日7曰 

( 本体価格 \ 

V ¥ 1.日日 Oy * 

DW 0 X 1 20668101 

ごとく（ル） 

(ルバーナー用） 

游 

¥ 1,260 

( 本体価格 \ 

V ¥ 1 .200^ 

DW 0 X 1 20690119 

バーナーキャップ(大） 
(高火カバーナー用） 

蠻 

¥1，日7曰 

( 本体価格 \ 

V ¥ 1.日日 Oy * 

DW 1 L 320031013 

バーナーキャップ(大） 
(標準バーナー用） 


¥1，日7曰 

( 本体価格 

V ¥1，已日日 y * 

DW 0 X 320287108 

バーナーキャップ(ル） 
(ルバーナー用） 


¥1，□曰日 

( 本体価格 \ 

V ¥^,000 J 

DW 1 F 320187103 

グ1」ル焼網 


¥2,62曰 

( 本体価格 \ 

V ¥2.已〇 Oy * 

LW 0 G 330191108 

グ U ル受け皿 


¥4,72曰 

( 本体価格 \ 

V ¥4.已〇 Oy * 

LW 0 G 330291012 

グリル排気ロカバー 
(1 ヶ） 

'气 

¥ 788 

( 本体価格 \ 

V ¥ 750 j 

DW 3 C 120050109 


に010年3月現在の価格です。価格•仕様は、変更される場合びありまず。あらかじめご了承ください。） 

上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳しくは、0120- 38-8 180にお問い合わせください。 

乾電ミ也は電気店などでお買いホめください。 

※形状のイラストは、参考として記載しております。詳しくは7〜8ページの『ち部のなまえと特長』を参照してください。 
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1時間当たりのガス消費量 kW 

ガス 

接続 

個別ガス消費量 

全点火時 
ガス消費量 

高飾くーナー 

標準パ' ーナー 

ルバーナー 

グリル 

4.20 

2.97 

1.28 

2.03 

目.42 


13.610 kcal/hl 

に.已已 Okcal/hl 

11,100 kcal/hl 

リ，7己日 kcal / h } 

18.100 kcal/hl 


3.9 日 

2.7 目 

1.2 日 

1.90 

8.78 

Rcl /2 

13|3已 0 kcal / h ( 

に1400 kcal/hl 

11.030 kcal/hl 

11.630 kcal / h ! 

)7| 已已 Okcal/hl 

(メネジ) 

4.20 

2.97 

1.28 

2.12 

9.29 


肛3日 Ikg/hl 

に.2 13 k 呂 / h ( 

に.日目21<旨 /hi 

に.1己 2 kg / h } 

10.666 kg/hl 



点検•お手入れ、他 

3仕様 

仕様 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますびご了承くださし、。 


品 名 

ガスビルトインコン □ 

トッププレート 

巨 Ocm 幅タイプ 

7曰 cm 幅タイプ 

型式 名 

C 3 WK 6 RJTR C 3 WK 6 RJTL 

C 3 WK 7 RJTR C 3 WK 7 RJTL 

点义 方式 

連続スパーク点乂 

安全装置 

•立消え安全装置 （全バーナー） 

•コン□消し忘れ消火機能 1 

•焦げつさ自動消火機能 コン□バーナー） 

-天ぷ日油過熱防止機能 J 

•グ U ル消し忘れ消火機能 \ Willi り‘' 丄、 

•グ1」ル過熱防止センサ- )( ク1」ルノ、-ナ 

付属品 

• 取扱説明書(保証書付） • 工事説明欄 
■サービス網一覧表■アルカ1」乾電ミ i 

r •クッキングブック 
も蜡1あ 1.5 V 2 個） 

がおブ 法 

高さ2目已 mm X 幅已 98 mm X 奥行 492 mm 
( トッププレート幅曰 93 mm ) 

高さ2日已 mm X 幅已 98 mm X 奥行 492 mm 
( トッププレート幅 738 mm ) 

質 量 （本体） 

20.5 kg 

SSkg 


スプ 


ガ 


レ 


用 


グ 

ス 

ガ 

用 

使使 


A A 


3 2 


都市ガス用 


用 

ス 

ガ 

P 

L 
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3 メモ 
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3 メモ 
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点検•お手入れ、他 

3保証書 


保証書 


品 


名 


ガスビルトインコン □ 


i 

IJ 

II 

このたびは当社製品をお買上げいただきましてありびとラございます。この保証書はお客様の正常な使用状態において万一、機器本体 I 
び故障した場合には、本書の記載内容で無料修理を巧ラことを約束するものです。 fii 

く無料修理規定> § 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのミ主意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または、わよ0の弊 [iiJ 
社び無料修理致します。 1 

保証期間内に故障し、無料修理を受ける場含は、お買い上げの販売おまたは、もよりの弊社にご依頼のうえ、本書をご提示ください 。 fly 
なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。 I 

ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 fill 

ご贈答品で本保証書に記入してあるお買い上げの販売ちに修理びご依頼できない場合には、もよりの弊社にご相談ください。 [11] 

己.本書は日本国阿こおいてのみ有効です。 （This warranty is valid 曰 niy in Japan.) Ij 

日.本書は再発行致しませんので、紛失しないよラ大切に保管してください。 Hi) 

7. 保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 叫 


fiij 2 


3. 

4. 


(イ）住宅用途外（業務用：喫茶店、飲食店など）でご使用にな5れた場合による故障および損傷。 

(□) 車両、船舶に備品として搭載された場合に生じた故障および損傷。 

(八）工事説明書および取扱説明書などに指おする方法政がの工事設計または取付工事などび原因で生じた不具含、故障および損傷。 

(二）お買い上げ樓、取付場所の移動-落下などによる故障および損傷。 

(ホ）建築躯体の変あなど住宅部品本体!^处がの不具合に起因する機器の不具合および塗装の退色、メツキの軽微な傷、簡など設計 
仕様の範囲内の感覚的な現象の場合。 

(へ）適切な使用、維持管理を行わなかった場合および不当な修理や改造による故障および損傷。 

(卜）ガスの供給事情による故障および損傷。 

(チ）指定規格政がのガス（ガスグループ）および電気〔指定がの電池含む）で使用された場含。 

(リ）火災-爆発などの事故、落雷-地震-噴火-風水書-煤煙-異常気象などの天災-地変および戦争-囊動など破壊巧為によ i 
る故障および損傷。 

け）海岸付近-温泉地などの地域における塩害-腐食性の有害ガスおよびほこりなどの空気環境に起因する故障および損傷。 

(ル）ねずみ•鳥•くち-ゴキブ U などの動物の侵入および巧為に起因する故障および損傷。 

(ヲ）消耗部品の取り醬えおよび保守などの費用。 

(ワ）熱量変更に伴なラ改造-調整の場合。 

(力）本書の提示びない場含。 

(ヨ）本書に保証期間、お客様名、販売店名の記入揺印のない場合、あるいは字句を書き誓え5れた場合。 


お 客 様 

お名前 

TEL 

ご住所〒 

保証期 間 

お買い上げ 年 月 曰か 51 年間 

販 売 店 

店 名 

TEL 

住 所〒 


白 j 


※保証期間巧のサービス活動およびその後の安全点検活動のために、お客様の記載內客を利巧させていただく場合がありまずので、ご 
了承ください。 

※この保証書は本書に明示した期間、条件のをとにおいて無料修理をお約束するちのです。従って、この保証書によってお客様の法律 
上の権利を制限するものではあ0ませんので、保証期間経過禮の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または、も 
よりの弊社にお問い合わせください。 

※保証期間経過禮の修理、浦修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。 

〒己已 4 - 0 日 23 

大阪市此花区春日出南 3 了目 2 —]日 
TEL 06 ( 4804 ) 8600 


株式を巧 


A- 3 ： 


年月 曰 

修理記録（修理内容） 

サービス員® 
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長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

• ときどをガスくさい。 •スイッチやボタンの操作び不確実。 

•焦げくさい臭いびする。•コン□部、グ U ル部び点义しにくい。 

• その他の異常や故障びある。 

[ULL のよラな症状のとさは、ガス栓を閉じ、故障や事故防止のため、 

必ず販売店に点検-修理を相談してください。 


株式を巧 


A - の 


本社〒已已 4-0023 大阪市此巧区春日出南 3-2-10 
TEL 06 (4804)8600 


アフターサービスについての 
お問い合わせは 


C 修殿帅タター ^ ヴービスは"イハーマン 


電話料金 
無料 


0120-38-8180 


• 受付時間/24時間サービス受付 


商品 I しついてのお問い合わせは 
C お客様センタ~ ) 

巧 06-4804-8614 

•受付時間/平曰、±曜日目:00〜] 8の0 
(曰'祝日'弊社指定休曰は除く） 














